
茨城県筑西市
玉戸1053-4  

おせち料理予約承ります
２～３名様　15,000 円

４～５名様　20,000 円

写真はイメージです。

写真はイメージです。

ダイヤモンドホールがご提案

平成 22年 11月１日（月）～平成 23年２月 28日（月）

幹事さんも安心 !!
日～木はフリードリンク 1,800 円のところ 1,100 円 !!
お料理＋飲み物でなんと！おひとり様5,000円 !!

幹事さんも安心 !!
日～木はフリードリンク 1,800 円のところ 1,100 円 !!
お料理＋飲み物でなんと！おひとり様5,000円 !!
各お料理の３種の中から
お好きなメニューをお選びください 3,900円

おひとり様

※１グループ（６名様以上）でのプランとなります。

☎0296-28-8511

マイクロバス１台
サービス

特典

名様
以上15

行 政 ニ ュ ー ス
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忘・新年会プラン

吉
澤
範
夫
市
長
が
１
０
０
歳

以
上
の
高
齢
者
宅
を
訪
問

善
意
の
寄
付
―
冬
場
の
ス
リ

プ
事
故
防
止
に
威
力
を
発
揮

　市では、市民と吉澤範夫市長と直接対話を行う「タウンミーティング」を開催し
ます。10月は下記の４地区で開催します。多くのみなさんの参加をお願いします。

夢のあるまち 暮らしやすいまち 市民の笑顔があふれるまち
メインテーマ

▶対象地区＝関本、村田、大村、川島地区　▶対象者＝対象地区に住んでいる人（対象地区以外の人でも市内に在住・
在勤・在学している人であれば参加可）▶申込方法＝所定の申込用紙にて（申込用紙は広報広聴課に備え付けてあり
ます。市ホームページからもダウンロードできます。）▶申込期限＝ 10月 12日（火）　問広報広聴課　内線３１４

地区名 会　　場 日　　時

関本地区 関本公民館　２階大ホール 10月 21日（木）午後７時～９時

村田地区 村田小学校　体育館 10月 25日（月）午後７時～９時

大村地区 明野いきがいセンター　多目的ホール 10月 26日（火）午後７時～９時

川島地区 川島公民館　２階ホール 10月 29日（金）午後７時～９時

タウンミーティング参加者募集
ま

ぜひ、ご参加ください。市民のみなさんの声を直接お聞きします。

筑西市長　吉澤範夫

　

９
月
２
日

敬
老
の
日
を
前
に

吉
澤
範
夫
市
長
が
１
０
０
歳
以
上

の
在
宅
高
齢
者
13
人
を
訪
問
し

褒
状
と
敬
老
金
券
を
贈
り
ま
し
た

　

市
内
最
高
齢
の
山
口
ひ
さ
さ
ん

（
１
０
５
歳
・
築
地
）
は

い
す
に

座

て
吉
澤
市
長
を
出
迎
え
ま
し

た

吉
澤
市
長
が
「
来
年
も
来
ま

す
か
ら
お
元
気
で
」
と
手
を
取

て
励
ま
す
と
「
お
待
ち
し
て
い
ま

す
」
と
元
気
に
応
え
て
い
ま
し
た

　

今
年
度

市
内
の
１
０
０
歳
以

上
の
高
齢
者
は
35
人
で
す
（
男
性

７
人

女
性
28
人
・
平
成
23
年
３

月
31
日
）

　

こ
の
ほ
ど
飯
田
建
設
興
業
（
飯

田
良
三
代
表
取
締
役
・
木
戸
）
様

か
ら

冬
場
の
道
路
凍
結
時
に
威

力
を
発
揮
す
る
「
融
雪
剤
（
塩
カ
ル
）

自
動
散
布
機
」（
１
０
０
万
円
相
当
）

を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

平
成
22
年
度
宝
く
じ
助
成
事
業
を

活
用
し

上
野
自
治
会
が
上
野
転
作

研
修
セ
ン
タ

に
エ
ア
コ
ン

冷
蔵

庫

テ
レ
ビ
を

倉
持
自
治
会
が
参

集
殿
に
ア
ル
ミ
パ
イ
プ
椅
子

収
納

台
車

座
卓
長
テ

ブ
ル

会
議
テ

ブ
ル

ア
ル
ミ
２
連
梯
子

テ
レ
ビ

ブ
ル

レ
イ
レ
コ

ダ

デ
ジ
タ

ル
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

掛
け
時
計

シ

ス
テ
ム
キ

チ
ン
一
式
レ
ン
ジ
フ

ド
を
整
備
し
ま
し
た

こ
の
事
業
は

自
治
総
合
セ
ン
タ

が
地
域
コ
ミ

ニ
テ

の
健
全
な
発
展
と
宝
く
じ
の

普
及
広
報
の
た
め
に

宝
く
じ
の
受

託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
助
成
し

て
い
る
も
の
で
す

宝
く
じ
助
成
事
業
で

備
品
を
整
備

市内最高齢105歳の山口ひささん。
長寿の秘訣は「ストレスをためない
こと」と明るく元気に話しています。

飯田建設興業様（飯田良三代表取締役・左）から、
冬場の道路凍結時に威力を発揮する、融雪剤自動散
布機を寄贈いただきました。
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板
谷
波
山
と
郷
里・下
館

板
谷
波
山
記
念
館 

開
館
30
周
年
記
念

　

こ
の
記
念
館
は

波
山
先
生
の
た

め
息
の
で
る
よ
う
な
美
し
い
作
品
ば

か
り
で
な
く

先
生
が
手
作
り
し
た

家
具
や
道
具

数
々
の
名
品
を
生
み

出
し
た
ロ
ク
ロ
や
窯
な
ど
を
間
近
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
す

　

今
や
先
生
は
「
陶
聖
」
と
呼
ば
れ

伝
説
の
人
と
な

て
い
ま
す
が

今

回
の
企
画
展
で
は
原
点
に
帰
り

先

生
の
人
柄

そ
し
て
「
心
」
に
ふ
れ

る
展
示
を
行

て
い
き
ま
す

つ
い

に
世
に
出
る
こ
と
な
く
壊
さ
れ
た
作

品
の
カ
ケ
ラ
「
陶
片
」
か
ら
は

妥

協
を
許
さ
ず
理
想
を
探
求
し
続
け
た

先
生
の
姿
が
見
え
て
き
ま
す

郷
里
・

下
館
へ
の
強
い
思
い
が
詰
ま

た

品
々
か
ら
は
先
生
の
人
柄
が
偲
ば
れ

ま
す

改
め
て
市
民
の
み
な
さ
ん
に

は
「
人
間
・
板
谷
波
山
」
と
出
会
う

場
と
し
て
も
ら
い
た
い

新
し
い
感

動
が
必
ず
あ
る
は
ず
で
す

　

ま
た

今
展
を
機
会
に

波
山
記

念
館
で
所
有
し
て
い
る
す
べ
て
の
作

品
の
図
録
を
制
作
し
ま
す
の
で

こ

ち
ら
も
ご
期
待
く
だ
さ
い

茨城県生まれ。板谷波山研
究の第一人者。出光美術館
主任学芸員を経て現職。著
書に『日本やきもの史』（美
術出版社）、『板谷波山の生
涯』（河出書房新社）など。

記念展を監修した

荒川 正明さん
学習院大学文学部哲学科教授

筑西ふるさと大使

市
民
の
み
な
さ
ん
に
も
う
一
度

人
間
・
波
山
に
ふ
れ
て
ほ
し
い

空襲警報が鳴り響くなか、
竹藪に逃げ込んだ波山先
生が一気呵成に削り、仕
上げたという「茶杓」。

カケラ「陶片」から現代
によみがえった作品。

10 16 12 12
▶開館＝午前 10 時～午後６時（入館は午後５時 30 分まで）
▶休館日＝毎週月曜日　▶入館料＝ 200 円・団体 150 円
（10 人以上）高校生以下無料　 しもだて美術館との共
通券あり　問板谷波山記念館　☎２５－３８３０

板
谷
波
山
記
念
館
で
は
開
館
30
周

年
を
記
念
し
て
「
板
谷
波
山
と
郷

里
・
下
館
」
を
開
催
し
ま
す

日
本
近
代
陶
芸
の
祖
と
し
て

数
々

の
輝
か
し
い
功
績
を
残
し
た
板
谷

波
山

そ
の
足
跡
を
た
ど
る
と
そ
こ

に
は
人
間
味
豊
か
な
彼
の
実
像
が

浮
か
び
上
が

て
き
ま
す

今
展
で
は
波
山
の
人
柄
が
偲
ば
れ

る
未
公
開
の
貴
重
な
品
々
も
展
示

さ
れ
ま
す

記
念
館
な
ら
で
は
の

「
人
間
・
板
谷
波
山
」
の
魅
力
に
出

会

て
く
だ
さ
い
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